
新
幹
線
開
業
に
向
け
て

市
内
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
加
速

Ｊ
Ｒ
福
井
駅
を
降
り
西
口へ
出
る
と
、
美
し
く
整
備
さ
れ

た
駅
前
広
場
が
広
がって
い
る
。
そ
こへ
入
って
き
た
の
は
、
未

来
を
感
じ
さ
せ
る
最
新
型
の
路
面
電
車
。
広
場
に
は
屋
根
付

き
の
バス
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
設
置
さ
れ
、
そ
の
隣
に
は
巨
大
な
球

体
を
有
す
る
近
代
的
ビ
ル
が
そ
び
え
立
って
い
る
。こ
れ
ら
は
す

べて
新
幹
線
開
通
に
よ
る
県
内
外
か
ら
の
来
訪
者
を
見
込
ん

だ
、
福
井
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
よ
って
生
ま
れ
た
も
の
だ
。

福
井
県
と
福
井
市
で
は「
県
都
デ
ザ
イ
ン
戦
略
」を
掲
げ
、

２
０
５
０
年
を
最
終
目
標
に
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
一つ
が
イ
ン
フ
ラ
整
備
。
福

井
に
は
、
福
井
駅
か
ら
北
と
東
に
延
び
る
え
ち
ぜ
ん
鉄
道

と
、
南
へ
延
び
る
福
井
鉄
道
が
通
っ
て
い
る
。
そ
の
南
北
の

ル
ー
ト
で
、
事
業
者
の
異
な
る
２
つ
の
鉄
道
の
相
互
乗
り

入
れ
を
実
現
し
た
の
だ
。
面
倒
な
乗
り
換
え
が
な
く
な
り
、

福
井
駅
か
ら
市
外
の
観
光
地
へ
行
く
に
も
大
幅
な
時
間
短

縮
が
可
能
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
西
口
の
整
備
に
伴
い
、
福

井
鉄
道
の
電
停
を
駅
前
広
場
内
に
設
け
た
こ
と
で
、
Ｊ
Ｒ

か
ら
の
乗
り
継
ぎ
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
相
互
乗
り
入
れ
区
間
を
走
行
す
る
の
が
、
次
世
代

型
路
面
電
車「
Ｌ
Ｒ
Ｖ（
ラ
イ
ト・レ
ー
ル・ヴ
ィ
ー
ク
ル
）」。

低
床
車
両
で
子
供
や
お
年
寄
り
も
乗
り
降
り
し
や
す
く
、

何
よ
り
も
そ
の
先
進
的
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
美
し
い
景
観
づ

く
り
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

一
方
、
福
井
市
の
北
を
流
れ
る
九
頭
竜
川
で
は
、
新
幹

線
が
通
る
新
九
頭
竜
橋（
仮
称
）の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い

る
。
全
長
４
１
5
ｍ
の
こ
の
橋
は
、
新
幹
線
と
車
が
並
行

し
て
走
る
仕
様
に
な
っ
て
い
て
、
鉄
道
と
道
路
が一
体
に
な
っ

た
橋
梁
は
全
国
初
。
県
道
が
通
る
こ
と
で
周
辺
道
路
の
渋

滞
緩
和
は
も
ち
ろ
ん
、
北
陸
自
動
車
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
な

ど
車
で
の
移
動
も
便
利
に
な
る
。

福
井
駅
東
口
で
は
、
現
在
、
新
幹
線
お
よ
び
え
ち
ぜ
ん

鉄
道
の
高
架
工
事
が
進
行
中
。
こ
れ
か
ら
先
へ
延
び
よ
う

と
す
る
高
架
は
、
未
来
に
向
か
う
福
井
の
姿
を
象
徴
し
て

い
る
よ
う
だ
。

新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は

観
光
の
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い

西
口
広
場
で
は
、
球
体
の
あ
る
建
物
に
も
足
を
踏
み
入

れ
て
み
よ
う
。
こ
の
ビ
ル
は
、２
０
１
６
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た「
ハ
ピ
リ
ン
」。
福
井
を
訪
れ
る
人
の
観
光
拠
点
と
な
る

福井城
本丸跡

福井
市役所

恐竜
広場

福井鉄道福井駅
AOSSA
ハピリン

柴田神社
（北の庄城跡）

福井県警

福井県庁

バス
ロータリー

（東口）

（西口）

足
羽
川

えちぜん鉄道福井駅

えちぜん鉄道
新福井駅

JR福井駅
北陸新幹線予定駅

福井駅周辺地図

左からJR北陸本線、
北陸新幹線、えちぜ
ん鉄道（イメージ図）

東口には新幹線高架橋が建設中。
現在はえちぜん鉄道が仮線営業運転を行っている

橋脚工事が行われている新九頭竜橋（仮称）の建設現
場。一つの橋脚の中央部が新幹線専用橋、その両側
が上下線の県道橋となる構造で、完成したら新幹線と車
が並行して走る全国初の橋梁となる
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北
陸
自
動
車
道

新九頭竜橋
（仮称）

福井北JCT

福井IC

九頭竜川

足羽川

一乗谷駅
JR越美北線

一乗谷
朝倉氏遺跡

福井駅
福井城址

新幹線
予定駅

（
工
事
中
）

福井市広域地図

東
現

　

鉄
道
・
運
輸
機
構
で
は
、
福
井
市
内
で
北
陸
新

幹
線
の
建
設
と
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
高
架
化
の
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
日
で
も
早
い
北
陸
新
幹
線
の

開
業
を
望
む
福
井
の
皆
さ
ま
の
熱
い
期
待
に
応
え

る
べ
く
、
私
た
ち
は
そ
の
期
待
を
踏
ま
え
た
建
設

工
事
を
行
い
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鉄
道
の
整
備
で

福
井
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

鉄
道・運
輸
機
構　

大
阪
支
社　

計
画
部
計
画
課　

課
長

村
上　

明
さ
ん

駅前広場まで乗り入れて
いる福井鉄道のLRV車両
「FUKURAM（フクラム）」。
えちぜん鉄道のLRV車両
「ki-bo（キーボ）」と合わせ
て、「希望が膨らむ」という
意味が込められている。車
依存率の高い福井市民に
も人気
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福
井
市
は
、１
９
４
５
年
の
戦
災
と
、
そ
の
3
年

後
の
福
井
大
地
震
で
壊
滅
状
態
と
な
り
、
そ
こ
か
ら

不
死
鳥
の
ご
と
く
甦
っ
た
街
で
す
。
今
、２
０
２
3

年
春
の
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
、
さ
ら
に
新
し
い
進

化
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
我
々
が
見
据
え
て

い
る
の
は
、
東
京
に
至
る
ル
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
敦

賀
よ
り
さ
ら
に
西
、
大
阪
ま
で
の
ル
ー
ト
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
。
そ
う
な
っ
た
と
き
に
多
く
の
人
に
福
井

に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
、
い
か
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
か
が
重
要
課
題
な
の
で
す
。

　

と
く
に
、
戦
国
時
代
を
偲
ぶ
福
井
城
址
が
駅
か

ら
す
ぐ
近
く
に
あ
る
こ
と
は
、
福
井
の
魅
力
の
一つ

で
す
。
将
来
は
こ
こ
を
城
址
公
園
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
で
、
県
民
や
市
民
が
誇
り
に
思
え
る
よ
う

な
、
福
井
な
ら
で
は
の
ス
ポ
ッ
ト
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
倉
氏
遺
跡
を
は
じ
め
、
福
井
市
か
ら

足
を
伸
ば
せ
ば
永
平
寺
、
平
泉
寺
な
ど
、
福
井
県

内
に
は
本
物
の
歴
史
に
触
れ
ら
れ
る
場
所
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
歴
史
以
外
で
は
恐
竜
博
物
館
、

越
前
海
岸
の
美
し
い
景
色
、
冬
の
味
覚
カ
ニ
な
ど
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ス
ポ
ッ
ト
も

充
実
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
そ
れ
ら
を
福
井
全
体
の
観
光
資
源
と
し

て
、
幅
広
い
層
に
訴
求
で
き
る
観
光
ル
ー
ト
の
整
備

も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
幹
線
で
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
え
る

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

福
井
市
都
市
戦
略
部　

部
長

堀
内  

正
人
さ
ん

7.現在は本丸と内堀のみが残る
福井城址　8. 藩主が本丸へ渡っ
た「御廊下橋」は2008年に復元
されたもの　9.福井の名前の由
来となったと
される井戸
「福の井」

福井城を築いた初代
藩主・結城秀康

福井県の未来図
「県都デザイン戦略」

10.11.柴田勝家と、そ
の妻・お市の方の像が
ある柴田神社

国の特別史跡に指定されている「一乗谷朝倉氏遺跡」。風情ある景色が広がるかつての栄華を物語る、6500㎡の敷地に広がる第５代当主・朝倉義景の館跡
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ス
ポ
ッ
ト
だ
。
球
体
部
分
は
ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
に
な
っ
て
い
て
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
他
に
福
井
の
自
然
や
歴
史
を
映
像
で
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
、
観
光
物
産
館
に
は
多
彩
な

名
産
品
が
揃
い
、お
土
産
選
び
も
時
間
を
忘
れ
て
楽
し
め
る
。

福
井
で
は
２
０
１
８
年
に
国
体
が
控
え
、２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、２
０
２
3
年
春
新
幹
線
開
業
と
、
国
内

外
か
ら
人
が
訪
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
続
く
。
こ
う
し
た
流
れ
の

中
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
意
識
し
た
お
も
て
な
し
体
勢
の
強

化
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
取
れ
た
。

東
口
の
再
開
発
ビ
ル「
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
」、
西
口
の「
ハ
ピ
リ

ン
」、
そ
の
先
に
伸
び
る
中
心
市
街
地
。
こ
こ
に
新
し
い
人

の
流
れ
が
生
ま
れ
、
福
井
の
に
ぎ
わ
い
の
中
心
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

福
井
の
も
う
一つ
の
観
光
資
源

恐
竜
に
子
供
も
大
興
奮

と
こ
ろ
で
、
西
口
で
も
う
一つ
目
を
引
く
の
が
、
広
場
の

一
角
で
抜
群
の
存
在
感
を
放
つ
動
く
恐
竜
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

だ
。
福
井
は
国
内
随
一の
恐
竜
化
石
の
産
出
地
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
恐
竜
王
国
と
し
て
の
顔
を
持
つ
。
福
井
市
の
東
、

勝
山
市
に
は
、
全
身
骨
格
な
ど
を
展
示
す
る「
福
井
県
立

恐
竜
博
物
館
」が
あ
り
、2
0
1
5
年
度
は
90
万
人
が
訪
れ

る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

駅
前
に
は
３
体
の
恐
竜
に
加
え
、
駅
舎
の
壁
面
に
恐
竜

の
３
Ｄ
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
も
。
親
子
連
れ
が
楽
し
そ
う
に

記
念
撮
影
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
福
井
の
観
光
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
人
気
を
呼
ぶ
に
違
い
な
い
。

戦
国
武
将
の
歴
史
ロ
マ
ン
に

触
れ
な
が
ら
街
歩
き

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
変
革

の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
福
井
だ
が
、
街
を
歩
く
と
、
戦
国

時
代
の
歴
史
ロ
マ
ン
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
立
ち
寄
っ
た
の
は
、
戦
国
大
名
・
朝
倉
氏
が
築
い

た
城
下
町
跡「
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
」。
織
田
信
長
に
よ
っ

て
焼
き
払
わ
れ
た
町
並
み
が
、４
０
０
年
の
時
を
経
て
発

掘
さ
れ
、
復
元
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
５
年
度
に
来
訪
者

が
１
０
０
万
人
を
突
破
し
た
そ
う
だ
。

朝
倉
氏
滅
亡
後
、
現
在
の
福
井
の
街
の
基
盤
を
築
い

た
の
が
、
織
田
家
の
家
臣
の
一
人
、
柴
田
勝
家
。
勝
家
は

北
の
庄
城
を
築
城
す
る
が
、
羽
柴（
豊
臣
）秀
吉
と
対
立
。

賤
ヶ
岳
の
戦
い
で
破
れ
、
妻
・お
市
の
方
と
と
も
に
こ
の
城

で
自
害
す
る
。
北
の
庄
城
の
本
丸
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
場

所
に
は
、
現
在
、
柴
田
神
社
が
あ
る
。

そ
の
後
、
福
井
藩
初
代
藩
主
・
結
城
秀
康
が
、
北
の
庄

城
を
移
転
し
福
井
城
を
つ
く
る
。
北
と
い
う
字
は「
敗
北
」

を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
縁
起
が
悪
い
と
し
て
、
そ
こ
に

あ
っ
た「
福
の
井
」と
い
う
井
戸
に
ち
な
み
、
地
名
も
北
の

庄
か
ら
福
井
に
改
名
さ
れ
た
。

今
、
福
井
城
址
に
は
県
庁・
県
警
が
建
っ
て
い
る
。
し
か

し
、「
県
都
デ
ザ
イ
ン
戦
略
」に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
は
県
庁・

県
警
を
別
の
場
所
に
移
転
し
、
歴
史
に
触
れ
ら
れ
る
福
井

城
址
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
る
計
画
だ
。
近
代
化
と
と
も

に
、
歴
史
も
魅
力
の
一つ
と
し
て
再
編

成
す
る
福
井
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
れ

か
ら
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
だ
。
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2.プラネタリウムが楽しめるハピリンのドー
ムシアター　3.1Fの屋根付き広場（ハピ
テラス）　4.館内には福井市観光物産
館もある

1.西口に誕生した再開発ビル
「ハピリン」。福井市のシン

ボルであるフェニックス
の翼をモチーフにし
た屋根が印象的

4

5.東口の再開発ビル「AOSSA」。ファッションフロア
や図書館、地域交流プラザが入っている　6.西口
の駅舎壁面の恐竜3Dトリックアート


